
 
 

「３月、卒業そして出発」 

校長 宮崎 剛 

 

令和５年３月、いよいよ令和４年度も残す所ひと月となりました。３月は旧暦で「弥生（やよい）」と言い、“草木がいよい

よ生い茂る月”ということです。（ちなみに、“弥”は「いよいよ」の意味）この時を待ちわびたかのように、草木が勢いよく

芽生え始めて大地一面が緑に覆われていきます。そんな辺りの風景の変化に気付いた時、確かに冬（白）が終わって春

（緑）が来たなと感じます。 

また、３月２１日（火）は「春分の日」、昼と夜の長さがほぼ同じで、これ以降は昼の方が長くなり、気候的にも暖かくなっ

て“春”の季節を実感することできます。更に時候の挨拶においても「早春の候」と言われるように、３月のイメージは“春”

という人は多くいるでしょう。 

しかし、実は３月のイメージで最も多いのは“卒業”で半分近くを占めるそうです。日本の学校制度では、新年度が４月

に始まって翌年３月に終わるので、最上級生である小学６年生や中学３年生にとって“３月は卒業”の時になります。誰に

とっても小学校や中学校を卒業するということは人生の中で大きな節目なので、一人一人の心の中に印象強く刻まれる

のでしょう。 

さて、左の詩は詩人・作詞家の山本瓔子さんの

作品です。『出発するのです』は、タイトルであり、

文中にも何度も出てきます。“これから進む道”“ま

だ見ぬ自分の未来”に向かって、力強く突き進む決

意を秘めた言葉だと感じました。 

今、卒業式まで残すところ僅かとなった卒業生の

中には、これからどうなるのだろうと不安な人もい

るでしょうが、自分の未来は“自分で決め”“自分

で拓く”ものです。その第一歩は、“これからの世界

を生き抜くために、基礎となる力を身に付ける”こと

です。従って、残された学習や生活にしっかりと取り

組みましょう。 

校長として、卒業生の門出を祝福し、送り出せる

ことは大変な喜びです。今後、卒業生がどの様な未

来を創っていくのかを楽しみにして、素晴らしい卒

業式を全教職員と在校生と共につくり上げたいと

思っています。 
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進んで人格を磨く 

令和５年３月１日 

本校が大切にしている「努力、行動力、団結力」を心に秘め、 
「自ら考え、行動できる生徒」を育成するため、以下の教育目標を定める。 

進んで勉学に励む 進んで身体を鍛える 進んで奉仕に努める 

出発するのです     山本瓔子 

 

出発するのです 

知らないところが いっぱいあるから 出発するのです 

朝日 梢を離れるように 風が林を吹きぬけるように 

出発するのです 

暗い土の中からつき出た 草の芽 

とじこめられたものをはねのけていく楽しさ 

 

出発するのです 

知らないところが いっぱいあるから 出発するのです 

よろこびが 波を打ち上げるように 

雲に向かって船が 進むように 

汐鳴りが 空を駆けめぐるように 

出発するのです 

tel:03-3892-7834


～尾久地区小学校チャレンジゲーム～  「尾久っ子ランキング」にボランティア参加 

2月11日(土)建国記念の日に「尾久っ子ランキング」が尾久西小学校で開催され、九中生がボランティアとして参加

しました。活動内容はチームリーダーとして小学生の世話をしながら一緒にゲームをすることです。小学生に接する時の

表情がとても優しく素敵な笑顔でした。主催者の方からは大変感謝され、お褒めの言葉をいただきました。 

今後も多くの九中生がボランティア活動に参加し、地域行事に貢献していけると嬉しいです。(校長より) 

～学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました～   副校長 五明達也 

 ２月２４日に学校関係者評価委員会を実施し、今年度の本校の教育活動についての総括を行いました。学校評価アン

ケート結果の考察は以下の通りです。 

1．学校全体の様子 

全体的な傾向として、昨年度に比べ生徒のＡ評価・Ｂ評価の割合が若干減少しているものの評価の割合は高く、「生徒

の様子」「基本的生活習慣」においては９０％以上が肯定的な評価をしている。コロナ禍の状況下においても生き生きと

学校生活を送るとともに規則正しい生活が送られており、「生徒理解」においては生徒の自己肯定感を高める指導が評

価されているものと思われる。「健康・安全・安心」では、新型コロナウィルス対応の取り組み、自然災害に対する防災教

育が浸透しつつあるものと思われる。ただ、「教育目標・方針」においては教育目標・方針を提示しているものの、１／４の

生徒がＣ評価・Ｄ評価であり今後の課題となっている。 

なお保護者のアンケート結果においては５項目とも８０％以上がＡ，Ｂ評価であり、また教員の自己評価も昨年度から

改善されている。 

２．学力向上の取り組み 

昨年度に比べ全体的に下降傾向にある。「個に応じた指導」「情報教育」においては肯定的評価が８０％以上と高評価

は得ている。しかし「分かる授業」においては２３％、「学習習慣」では３２％の生徒がＣ評価・Ｄ評価を付けていて、全体的

に学習に対する取組は徐々に浸透しつつあるものの個人差があり、今後も継続した課題として取り組んでいく必要があ

る。また「情報教育」「学校図書館の活用」おいて教員のＣ評価が若干増加しており、オンライン授業・学校図書館活用等

が円滑に行えるよう、環境整備とスキルアップを含め工夫改善を継続していく。 

３．社会性・人間性の育成 

全体的な傾向として、生徒のＡ評価・Ｂ評価の割合が増加傾向にあり、「人権教育」「道徳教育」「人間関係づくり」にお

いては授業や普段の生活を通し指導が定着しつつあり、９０％以上の生徒が肯定的な評価をしている。また、「教育相談」

においては、いじめを絶対に許さない指導や不登校に対するきめ細かな指導が浸透しつつあると思われる。しかし、否定

的な評価も３１％と高く課題となっている。「自治的な活動」においては学校行事や委員会活動・部活動等、コロナ禍で活

動が制限される中、若干教師主導型になっている部分はあるものの、生徒が主体的に活動できるよう工夫しながら実施

できた成果として、生徒・保護者共に８５％以上の肯定的な評価を受けている。 

 



４．保護者・地域との連携 

生徒の評価においては昨年度に比べ、多少の増減はあるものの現状維持の感があるが、保護者においてはほとんど

の項目において肯定的評価が増加し、学校・教職員の取組か浸透しつつあるものと思われる。 

ただ「地域との連携」においては生徒の肯定的評価が３０％以下と低迷しており、コロナ禍で活動が制限されてしまっ

たためであるが、次年度は今年度の取組を踏まえ、改善にむけて取り組んでいく。またＰＲ活動にも継続し取り組む。 

５．各学校の特色ある教育 

今回も項目を変更しないで、学校評価を行ったので、昨年度・一昨年度との比較ができた。生徒の評価においては、一

昨年度に比べほぼすべての項目についてＡ、Ｂ評価が増加し、昨年度に比べても項目により多少の増減はあるものの肯

定的評価を維持することができた。しかし保護者・教員の評価においては下降傾向にあり工夫改善の課題とし、次年度の

５項目については学校経営方針に合わせて見直しをしていく。 

◆生徒の肯定的評価が、全２５項目中半数が８０％以上であり、そのうちの５項目が９０％以上〔（ ）内はＡ評

価〕でした。 

「基本的生活習慣」９８．３％（４７．７％） 「生徒の様子」   ９２．６％（５０．０％） 

「道徳教育」      ９３．７％（４４．３％） 「人間関係づくり」９２．１％（５７．４％） 

「人権教育」      ９３．２％（４６．０％） 

これは生徒の心を育てる教育の成果であり、新型コロナウイルス対応が緩和されつつあるとは言え、学校生活に制限

がかかる中で、生徒一人ひとりが基本的生活習慣を土台に、望ましい人間関係を構築しながら、社会性を身に付け日々

成長しているものと思います。今後も心を育てる教育と学力向上のための取り組み(授業改善・家庭学習の定着等)を継

続していくことを課題として、次年度も取り組んでいきたいと思います。 

保護者の皆様には、ｗｅｂを活用したアンケート回答へのご協力ありがとうございました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

★九中生の活躍★ (敬称略)     

・荒川区冬季大会  女子バレーボール部 第３位  

 

・ダンロップ杯  ソフトテニス部女子団体 2部優勝（七中・北豊島中との合同チーム）  

 

・第15回中学生レシピコンテスト 『オリジナル弁当を作ろう』入選 

作品名 『野菜畑でピクニック』 

 

・令和4年度 薬物乱用防止標語 佳作 

    

 

                                             

  

              都立高校の一次入試が終わり、後は結果を待つばかり。受検をした生徒は自分の持

てる力を最大限出してくれたものと思います。一人ひとり頑張った学習の成果や苦労

した面接練習の成果がよい結果となることを祈るばかりです。 

2月18日(土)の土曜授業では、「二部開設記念の夕べ」として、夜間学級の誕生日を祝い、今までの夜間学級の 

歩みや他校の生徒の様子などを、映画「学校」の映像やニュース番組の映像を通じて学びました。 

その後の予定として夜間学級は3月10日（金）の「卒業生を送る会」にむけて準備を開始しました。先日選出 

された新生徒会役員を中心に、心に残る会を開催したいと考えています。今年は少ない人数ではありますが、PTA

の方々と同窓会の方も参加して開催できることになりました。 

 卒業まであとわずか、心を一つにして頑張っていきたいと思います。 



３月の予定   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員人事異動発表について 

 春季休業日前に教員と生徒がお別れの機会が持てるように、例年４月１日に公表していました教員人事異動発表に係

わる報道発表日が、３月下旬に変更されます。詳細につきましては後日保護者向けに通知致します。 

＊給食の有無は通常学級です。 

 

ＳＣ ： 都スクールカウンセラー    心理専門相談員：荒川区心理専門相談員 

月 (曜) 給食 夜間学級

都一次合格発表 寺子屋、再登校16:15 都一次合格発表

3年③④⑤⑥カット 1･2年:領域別診断テスト

各種委員会 ダンス指導2年③④1年⑤

SC来校

伝統文化教室(PM予定)

心理専門相談員来校

授業公開日

数検

5 日 -
朝礼 200字作文、ダンス指導1年④

都二次願書受付、3年特別時間割始 ①1･2年:礼法指導、③④3年:性教育授業

①~⑤45分 ダンス指導2年①②、⑥防災講話

都二次願書取り下げ

都二次願書再提出 寺子屋、再登校16:15

ダンス指導1年①

都立二次後期 ⑥1・2年:三送会練習

①②3年:ガン教育講演 SC来校、ダンス指導2年③④1年⑤

3年:校外学習 ダンス指導2年①② 卒業生を送る会

心理専門相談員来校

11 土 -

12 日 -
200字作文、ダンス指導1年④

①1・2年：三送会練習

6カット、火⑥は水⑥に移動

卒業式予行、三送会 ①~④45分授業 卒業式予行

都二次合格発表 再登校16:15

ダンス指導2年③④

SC来校

卒業式(1・2年自宅学習12:30) 再登校14:00 卒業式

18 土 -

19 日 -
保護者会 再登校16:15

21 火 - 春分の日

45分授業、⑥大掃除 大掃除

SC来校

修了式 再登校14:00 修了式

25 土 -

26 日 -

27 月 - 春季休業日始 春季休業日始

28 火 -

29 水 -

30 木 -

31 金 -

23 木 ○

24 金 -

22 水 ○

16 木 ○

20 月 ○

17 金 -

14 火 ○

15 水 ○

13 月 ○

9 木 ○

10 金 ○

7 火 ○

8 水 ○

6 月 ○

通常学級

1 水 ○

2 木 ○

3 金

4 土

○

-


